












































































































“THE ALIENATION OF MODERN MAN”栗田賢
三訳）を先取りしている。
　結局のところ，近代人は，建前と本音の藤の中で
生きているということである。
　そこで，ルソーは，この問題をどのようにしたら解
決できるか，という難問に取り組んだ。彼は，先ずど
のようにしたら分裂した在り方を統一できるか，その
術を考える。そして，次のような考えに到る。
　「なにものかになるためには，自分自身になるため
には，そしてつねに一個の人間であるためには，語る
ことと行うことを一致させなければならない。いつも
とるべき態度をはっきり決め，敢然とそれを守り，押
し通さなければならない」（（上）２９頁）人間になること
であると。
　このような人は，個人として自分の「好み」も大切
にするし，また，国家の「市民」としての義務も果た
すような存在であろうが，しかし，現実にはどのよう
な行動をするか，そして，どのように育てたらよいか，
この課題に応えてくる人が過去にいただろうかと振り
返ってみたところ，「公共教育の理念を得たいと思う
なら，プラトンの「国家篇」を読むがいい。…………
これはいままでに書かれた教育論の中でいちばんすぐ
れたものだ」（（上）２９頁）と述べて，プラトンの『国家
篇』を推奨している。
　以上のことから，ルソーは，個人としての生き方と
市民として生き方が分裂しない，言い換えれば，「人間
で」あるとともに「市民」としての生き方，つまり，
自分自身の意志と「市民」としての意志を一致させて
生きている人間こそが，社会にとっても役に立つし，
また，個人にとってもほんとうに幸せな生き方である
と考えていたことが読み取れる。また，そのように生
きていける人間を育成することが，彼の教育の目的で
あったと言える。そして，この教育の目的を達成する
上で最大の課題・壁が人間の欲望をコントロールする
ことにある。
３ ．意志の教育（欲望のコントロールの教育）
　彼は，「生命とともに欲望が生まれる」（（上）６０頁）
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とする人間観・生命観をもち，この考えに基づき，「教
育は生命とともにはじまる」（（上）６８頁）とする考えを
示した。しかし，ここでの「教育」は，子どもは「す
でに弟子なのだ。教師の弟子ではない。自然の弟子な
のだ。教師はただ，自然という首席の先生のもとで研
究し，この先生の仕事がじゃまされないようにする」
（（上）６８-６９頁）教育である。その理由を，「わたしは
くりかえして言おう。人間の教育は誕生とともにはじ
まる。話をするまえに，人の言うことを聞きわけるま
えに，人間はすでに学びはじめている。経験は授業に
先だつ。」（（上）７１頁）と説いて，生活自体は経験と同
義であるから，生活が人間を教育するとして，子ども
の生活の仕方にまず注目する。
　そこで，彼は，「万物をつくる者の手をはなれるとき
すべてよいものであるが，人間の手にうつるとすべて
が悪くなる」（（上）２３頁）として，「あなたの子どもの
魂のまわりに，はやく垣根をめぐらしなさい」（（上）２４
頁）と述べ，子どもを人間社会から隔離することを提
案する。
　次に，人間社会の中で生まれる欲望・利己主義に支
配されないようにするためには強い意志が求められる
ことから，いわば「意志の教育」の必要性を述べてい
る。その方法として，「いつでも自分で自分を支配す
るように，ひとたび意志をもつにいたったなら，なに
ごとも自分の意志でするようにしてやる」，そのこと
によって，「はやくから自由の時代と力の使用を準備
させることだ」（（上）７３頁）と述べている。
　その方法として，彼は，次のように述べている。
　「子どもにほんとうの自由をあたえ，支配力をあた
えず，できるだけものごとを自分でさせ，他人になに
かもとめないようにさせることにある。こうすればは
やくから欲望を自分の力の限度にとどめることになら
され，自分の力では得られないものの欠乏を感じなく
てすむようになる。」（（上）８４頁）
　そして，さらに，次のようにことばをつないでいる。
　「これだけが成功に導くものなのだ。それはよく規
制された自由だ。………可能なことと不可能なことと
の範囲はどちらも子どもにはわかっていないことか
ら，子ども中心にして思うままにそれをひろげたり，
ちぢめたりできる。わたしたちは子どもを束縛し，押
しやり，ひきとめる。ただ，必然の絆をもちいてそう
するのであって，子どもがそれにたいして不平を言え
ないようにする。事物の力だけで子どもを柔軟に，そ
して従順にして，子どものうちにどんな悪も芽ばえさ
せないようにする。なんの結果ももたらさないかぎり
は，けっして情念は刺激されることはないからだ。」
（（上）１２９頁）
　要するに，彼は，欲望・利己主義に支配されるとい
うことは，ルソーにとっては他者に支配されると同義
で，そのような状態になることは，自分で自分を支配
することができないことと同じと捉えていたといえよ
う。意志，それは多くの場合，欲求として現れるので，
そこに欲望・利己主義が入りこんだら他者はそれを妨
害し，結果的に自分の意志を通せなくなる，つまり，
自由にはなれないから，自己をコントロールできるよ
うに意志の教育が重要なのである。
４ ．消極教育
　人間が生きていく上では，外界の事物についていろ
いろな知識・情報を習得したり，他者との円滑な人間
関係をもっていくための道徳を身につけていかねばな
らないのであるが，ルソーは，１２歳以下の子どもの時
期は，「純粋に消極的でなければならない。それは美
徳や真理を教えることではなく，心を不徳から，精神
を誤謬からまもってやることにある」（（上）１３３頁）と
述べて，知育や徳育を否定している。
　それは，「どんないい目をもっている者にもまだ理
性がぼんやりとしか示さない道を，ひろい観念の野を
通って，たどっているのだ。」（（上）１３３頁）と述べ，理
性が覚醒していないことを理由にあげている。理性が
覚醒していない時期は，「人生のもっとも危険な期間
は生まれたときから十二歳までの時期だ。それは誤謬
と不徳が芽ばえる時期で，しかもそれを絶滅させる手
段をもたない時期だ。」（（上）１２８頁）と述べている。
　また，１８世紀幼児死亡率が高いことを，「生まれてく
る子どものうち，せいぜい半分だけが青年期に到達す
る」（（上）１００頁）とことばで示し，「不確実な未来のた
めに現在を犠牲にする残酷な教育をどう考えたらいい
のか。子どもにあらゆる束縛をくわえ，遠い将来にお
そらくは子どもが楽しむことのできない，わけのわか
らない幸福というものを準備するために，まず子ども
をみじめな者にする，そういう教育をどう考えたらい
いのか」（（上）１０１頁）と述べ，この時期の知育や徳育
が子どもにとっては「残酷な」教育になりかねないと
して否定している。
　現代の発達心理学からはルソーの発達観は必ずしも
正しいとはいえないが，子どもの発達の状況を考慮し
て教育すべきという考えは，非常に大切なことであ
る。
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５ ．知育の方法と内容
　「十二歳ないし十三歳になると，子どもの力はその
欲望にくらべてはるかに急速に伸びていく」（（上）２８３
頁），特にこの時期は事物を認識できる知性が覚醒す
るとして，自然界や社会について認識をはぐくむ教育
について論じている。
　ただ，彼は，「人間の知性には限界がある」（（上）２８６
頁）ので，「学ぶのに適当な時期を選ばなければならな
いのと同じように，学ぶことも選ばなければならい」
（（上）２８６頁）と述べ，彼が選択の基準としたのは，「有
用なものだけを知ることが必要なのだ」（２８６頁）とし
て，有用性であった。
　指導法については，「感覚を観念に転化しよう」
（（上）２８９頁）というのが彼の基本的な姿勢であった。
それは，「感覚的なものを通ってこそわたしたちは知
的なものに到達することになる」（（上）２８９頁）と考え
ていたからである。それで，具体的には，「世界のほか
にはどんな書物も，事物のほかにはどんな授業をあた
えてはならない」，つまり，「かれは学問を学びとるの
ではなく，それをつくりださなければならない」（（上）
２８９頁）ように指導すべきである，と述べている。
　学ぶのは子どもなのだから，子どもが主体であらね
ばならないということである。この考えは，エミール
がまちがったことをした場合，「そのままにしておき，
誤りを訂正してやるようなことはせず，なんにも言わ
ずに，自分で誤りがわかり，それを自分で訂正するま
で待っていることだ」（（上）２９６頁）と述べていること
に顕著に現れている。
６ ．社会認識の教育
　さて，知育の内容として，最も重要と考えていたと
思われるのは，『エミール』が『社会契約論』と同時に
刊行したことからも，社会について認識させる教育で
あろう。その社会については，どのように学ばせよう
としたか，以下述べる。
　ルソーは，上記のように指導方法をとっていたの
で，社会を認識させる方法も，「人間相互の依存状態を
示さないわけにはいかなくなったときには，道徳的な
面からそれを示すようなことはしないで，まず，人間
をたがいに必要なものにしている工業と機械的な技術
にあらゆる注意を集中させるがいい。工場から工場へ
と連れてあるきながら，どんなことでも自分で仕事を
せずにただ見学するようなことはけっしてさせてはな
らない。…………
　一時間の労働は一日の説明を聞いてかれが覚えるよ
りも多くのことをかれに教えると考えていい。」（（上）
３２８頁）と述べ，見学ではなく職場体験を推奨してい
る。労働体験の方が，原料を用意する人，工具を作る
人，そして商品を生産する人，というように，生活に
必要なものはいろいろな人が関わっている，つまり，
社会は分業によって成り立っていることがよく解かる
と考えてのことである。
　そして，この社会が分業によって成り立っているこ
とから始めて，物や技能の交換，そして，貨幣，契約，
平等，国家，法律，等々のことが社会生活には不可欠
なものであることを理解させ，さらに，道徳的な訓話
によらずに人間の労働の義務を理解させようと図っ
た。すなわち，社会が分業によって成り立っているこ
とが解かれば，「社会にあっては，人間は必然的に他人
の犠牲によって生活しているのだから，かれはその生
活費を労働によって返さなければならない。これには
例外はない。だから，働くことは社会的人間の欠くこ
とができない義務だ。金持ちでも貧乏人でも，強い者
でも弱い者でも，遊んで暮らしている市民はみんな悪
者なのだ」（（上）３４８頁），ということも自ずと理解でき
るはずと考えた。
　そこで，彼は，エミールにも職業技術を持たせるこ
とになる。
７ ．職業教育の目的
　ルソーは，働くことは人間の義務であるとまで断言
したことで，貴族の子であるエミールにも職業教育を
施すことになる。そこで，どのような職種を選んだの
かといえば，彼は職人，それも指物師（家具職人）を
選択した。
　彼は，社会的有用性の観点から「あらゆる技術のな
かで第一位におかれるもの，もっとも尊敬されるべき
ものは，農業だ。わたしは鍛冶屋を第二位に，大工を
第三位に，といったふうにしたい」（（上）３３３頁），と順
位づけながらも，「公衆の役にたつ職業はどんなこと
でも品がいいのではなかろうか。」（（上）３５３頁），と述
べ，結局は指物師の修業をさせることにした。
　その一番の理由は，「職人は自分の労働だけに依存
している。職人は自由だ」（（上）３４８頁）ということで
あり，また，「けっして失うようなことがない地位を，
どんな時代にもかれを尊敬させることになる地位をあ
たえたいと思っている。わたしはかれを人間の状態に
ひきあげたいと思っている」（（上）３４９頁），とも述べて
いるように，単に職業技術を身にさせるためではな
かったからである。彼は，「わたしたちは職人修業を
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しているのではなく，人間修業をしているのだ。」
（（上）３６１頁），と述べていることからそのことは明白
である。
　人間修業の観点から指物師の修業をさせることにし
たのであるが，彼はその修業がどういう点で人間修業
になると考えたのであろうか。
　彼は，「それは清潔で，有益で，家のなかで仕事をす
ることができる。それは十分に体をはたらかせ，職人
の器用さと工夫を必要とし，用途によって決定される
作品の形には，優美さと趣味も排除されてはいない。」
（（上）３６０頁），ということ，つまり，ある意味，最も
手（肉体）と頭（精神）を使う職業であるからである。
つまり，彼は，この修業を通して，「体の鍛錬と手の労
働の習慣とともに，………反省と瞑想の好みをあたえ
て，………心の怠惰の埋め合わせをし」，結果的に，
「農夫のように働き，哲学者のように考え」（（上）３６４
頁）る人間にすることができると考えた。また，指物
師の修業が，彼の指導法の考え，「教育の大きな秘訣は
体の訓練と精神の訓練とがいつもたがいに疲れをいや
すものとなるようにすることだ」（（上）３６４頁），という
点でも合致すると考えたからであろう。
８ ．情念の指導（人間愛の指導）
　１５歳頃までに，エミールは自然や社会についての認
識・知識もある程度身につけた。
　しかし，ルソーは，この時期に，「わたしたちは，い
わば， ２回この世に生まれる。一回目は存在するため
に，二回目は生きるために，はじめは人間に生まれ，
つぎには男性か女性に生まれる。」（（中）５頁）。そし
て，「ここで人間はほんとうに人生に生まれてきて，人
間的なにものもかれにとって無縁なものもなくなる。
これまでのわたしたちに心づかいは子どもの遊びごと
にすぎなかった。ふつうの教育が終わりとなるこの時
期こそ，まさにわたしたちの教育を始めなければなら
ない時期だ」（（中）７頁）として，ここから「遊びご
と」の教育ではなく，本格的に「人間にするための教
育」をすることになる。また，「人間は，いつもひとり
で暮らすことはできないから，いつも善良でいること
はむずかしい。このむずかしさそのものが，人間関係
がひろがるにつれて必然的に大きくなっていくのだ。
そしてとくにこの点において，社会のいろいろな危険
は，新しい必要から生まれる堕落を人間の心に生じさ
せないようにするための技術と心づかいを，わたした
ちにとっていっそう不可欠なものにしている」（（中）１１
頁）の心を堕落させないように教育する必要があるか
らである。
　その教育は，まず，情念の指導から始まる。それは，
「情念はわたしたちの自己保存のための重要な手段で
ある」（（中）７頁）からであり，また，「ほかのすべて
の情念の初めにあって，そのもとになるもの，人間が
生まれてとともに生まれ，生きているあいだはけっし
てなくならないただ一つの情念，それは自分にたいす
る愛だ。………ほかの情念はすべて，ある意味で，そ
れの形を変えたものにすぎない。………しかし，そう
いう形を変えた情念の大部分は，外部的な原因をもつ
ものであって，………そういう形を変えた情念は，わ
たしたちにとって有益なものではなく，かえって有害
である」（（中）９頁）からである。
　例えば，自己愛は，時には，「子どもが，その関係，
必要，能動的または受動的な依存状態を拡大していく
につれて，他人との結びつきという感情がめざめ，義
務とか好き嫌いとかの感情が生まれてくる。そこで子
どもは，命令的になり，嫉妬を感じるようになり，人
をだましたり，仕返しをしたりするようになる。」
（（中）１０頁）
　また，自尊心は，「自分をほかのものにくらべてみる
から，満足することはけっしてないし，満足するはず
もない」（（中）１１頁）し，それは，「愛情にみちた情念
は自分にたいする愛から生まれ，憎しみにみちた，い
らだちやすい情念は自尊心から生まれる」（（中）１１頁）
とも述べている。
　そこで，その情念の指導をルソーはどのように考え
ていたのだろう。
　彼は，「あらゆる情念の源は感受力であり，想像力が
感受力の傾向を決定する」（（中）２２頁）とか，「情念を
不徳に変えるのは想像から生まれる誤りである」
（（中）２２頁）と述べ，想像力および感受力が情念の源
と考えている。そして，「感情が想像をしばりつけ，理
性が人びとの意見を沈黙させなければならない」（（中）
２２頁）として，情念の指導では理性が重要な役割を
担っていると考えた。そこで，理性が覚醒する，１５歳
頃からの教育課題と考えたのである。それは，「情念
に秩序と規則をあたえようとするなら，それが発達し
ていく期間をひきのばして，あらわれてくるにつれて
整理されていく余裕をあたえるがいい」（（中）２２頁）と
いうことばに現れている。
　情念が有害な方に変えられないようにするという消
極的な指導法よりは，ここでむしろ善い方向に，つま
り，利己主義を抑制し，人間であると同時に市民を育
成するという教育目的を達成するための指導法をより
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詳しく書いている。
　ルソーは，１５歳という時期を理性が覚醒すると同時
に他者への関心が高くなる思春期を，情念を指導する
に最もよい時期と考えた。それは，この時期，「感受性
が自分の外へひろがっていくようになるとはじめて，
かれはまず善悪の感情を，ついでにその観念をもつこ
とになり，それによってほんとうに人間になり，人類
を構成する一員になる」（（中）２３頁），と述べているこ
とから読みとれる。
　それで，「人類の一員」にするため，まずは，「まず
わたしたちの観察にむけなければならない。」（（中）２３
頁）としながらも，「青年が自分自身の感情について，
また彼が他人のうちに観察する感情について，よく考
えてみたあとでなければ，青年は自分自身についての
思いを人類という抽象的な観念のもとに一般化できな
いのだし，また，自分の特殊な感情に，彼を人類に同
化させることのできる感情を結びつけるところまで行
かない」（（中）５３頁）として，他人に目が向くこの思春
期に人間存在の特性について考えさせた。
　ルソーは，「人間を社会的にするのは，人間の共通の
弱さ」（（中）２６頁）であり，また，「わたしたちに共通
のみじめさは愛情によってわたしたちを結びつける」
という人間の本性・宿命を自覚させ，その上で，「わ
たしたちの弱さそのものからわたしたちのはかない幸
福がうまれてくる」（（中）２６頁）という認識をもたせよ
うとした。そして，そのような認識をもてば，人は幸
福になるために，自分はもちろん，他人にも愛情を注
ぐようになることを期待した。
　しかし，ルソーは，個人のレベルに，人間の弱さ，
みじめさについての認識をとどめておくと，自分が経
験した苦しみのほかにはあわれむことができないよう
になる問題にも気づいていたので，今までエミールに
してきた指導法，つまり，「自分の経験によってではな
く，むしろ他人の経験によって教育する」（（中）５９頁）
という方法へと転換すること勧めた。具体的には，過
去の歴史を通して人の心を見せようと考えた。
　このような指導法は，「感覚的なものからいきなり
移って知的なものを学ぶことにともなう不都合」（（中）
６１頁）を避けるためであり，実際，エミールは「人び
との心を利害を抱かずに，情念を感じずに，単なる観
察者として見る」（（中）６１頁）ことが期待され，また，客
観的に人間一般，すなわち，人類にたいする愛を抱く
ようになれば，それは，「わたしたちにあっては，正義
にたいする愛と別のものではない」（（中）９３頁）ものと
なり，結果的に正義，あるいは公正と結びつき，道徳
心さえも育むことになると考えた。
　ルソーの情念の指導は，人間の弱さ，みじめさを意
識させることを通して，人間にとって最も根源的な情
念である自己愛を利己主義的な方向に行くのを阻止
し，人類に対する愛を抱かせるように導き，さらに人
間に正義や公正の観念を育み，最終的には人間に幸福
をもたらすことを目的としたものといえよう。
９ ．判断における理性と良心
　情念を適切に指導したなら公正とか正義の観念が育
まれるとしたが，しかし，より確実に善悪を知らしめ
るにはそれだけでは不十分と考えていた。ルソーは，
既に，「理性だけがわたしたちに善意を知ることを教
える」（（上）８１頁）とも述べている。しかし，その理性
だけが人間を善人にするとも考えていなかった。彼
は，政治犯として追われる原因となった『エミール』
の冒頭の，「万物をるくる者の手をはなれるときすべ
てはよいものであるが」，ということばに示されてい
る性善説の根拠となる良心も人間が善人として生きる
ための根本的な要件と考えていた。その良心を，彼は
「善を好ませ悪を憎ませる」（（上）８１頁）ものと理解し
ていたが，しかし，その良心と理性は，「良心は，理性
から独立したものであるが，理性なしには発達しえな
い」（（上）８１頁）とも考えていた。
　その理性が１５歳頃になって覚醒した。今や，その理
性を活かして良心を発達させるべき時がきた。つま
り，善悪を判断できるように教育すべき時期になった
のである。
　そこで，まず，そもそも何が判断を決定するかとい
う疑問に対して，彼は，「わたしは存在する。そして感
官をもち，感官を通して印象をうける。これがわたし
の感じる第一の真実であって，わたしはそれを承認し
ないわけにはいかない」（（中）１２９頁）として，判断の
契機になるのは，感官が受けた印象であるが，しかし，
判断を下す際には，「ある能動的な力」，つまり，理性
が関わっていると捉えた。それで，ルソーは，知覚と
判断の違いを，「知覚するとは，感じることだ。比較す
るとは，判断することだ。判断することと感じること
とは同じことではない」（（中）１３０頁）と述べ，判断に
は比較という能動的な力，すなわち，理性が働くと説
いた。
　しかし，判断に大きく関わる理性について，彼は，
「理性はあまりにも多くの機会に，私たちをだます。
………しかし良心は決してだますことはしない。良心
は人間のほんとうの案内人だ。魂における良心は，肉
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体における本能と同じようなものだ」（（中）１６４頁）と
して，「理性だけで美徳を確立しようとしてもだめだ」
（（中）１７５頁）と述べ，良心と結びつけて判断すること
の必要性を主張した。
　そこで，彼は，「良心外良心外神聖な本能，滅びるこ
となき天上の声，無知無能ではあるが知性をもつ自由
な存在の確実な案内者，善悪の誤りなき判定者，人間
を神を同じような者にしてくれるもの，おんみこそ人
間の本性をすぐれたものとし，その行動に道徳性をあ
たえているのだ」（（中）１７２-１７３頁）と，良心に対する
賛辞を述べている。
　その一方，悟性や理性については，「おんみ（良心）が
なければ，わたしは，規則をもたない悟性，原則をも
たない理性に助けられて，過ちから過ちへとさまよっ
ているみじめな特権のほかに，獣よりも高いところへ
わたしをひきあげてくれるなにものもわたしのうちに
感じない」（（中）１７２-１７３頁）とまで言い放っている
　ルソーは，良心が人間にとって生得的なものであ
り，道徳的行為の導き手であると捉え，人間が良心に
従って現世で利己的な情念にうちかって，一般的利益
（共同の利益）と自分の利益を一致させるような道徳
的善を実現する有徳な人間になることこそ，人間存在
の二元的な矛盾に生きる人間に，現世での幸福をもた
らすと説いている。（（中）１６３-１８１頁）
　それで，結局，「宇宙の秩序の創造者は，人間に善を
愛するために良心を，善を知るために理性を，善を選
ぶように自由を与えているではないか」（（中）１８０頁），
とまとめている。
１０ ．宗教教育と道徳教育
　先には，理性の役割を良心と比べると低く評価した
が，信仰においてはその役割を高く認めている。彼
は，「わたしの理性を訓導し，育てていくなら，神がわ
たしにあたえている直接的な能力を十分によくもちい
るなら，わたしは，神を知り，神を愛し，そのみわざ
を愛し，神が欲する善を欲し，神意にかなうように，
この地上にある自分のあらゆる義務をはたすことを自
分で学べるだろう。それ以上のどんなことを人々の学
識のすべてがわたしに教えてくれるのか」（（中）２０７-
２０８頁）として，理性を正しく育てたならば，神を知り，
神意に叶うように自分の現世における義務をはたせる
ことになるとまで述べている。
　ルソーにとっての宗教は，「わたしは，すべての書物
を閉じてしまった。すべての目のまえにひらかれてい
る書物が一冊だけある。それは自然という書物だ。こ
の偉大で崇高な書物を読むことによってこそ，わたし
はその神聖な著者を崇拝することを学ぶのだ。なんび
ともそれを読まずにいることは許されない。その著者
はすべての精神に理解されることばで，すべての人間
にむかって語っているからだ」（（中）２０頁）と記してい
るように，「自然宗教」と言えるものである。それ故
に，理性によって神も知ることができるとまで言える
のであろう。
　それでは，信仰のあり方については，「わが子よ，神
というものが存在することをいつも願っている状態に
あなたの心をとどめておくのだ。そうすれば神の存在
に疑いをもつようなことはけっしてないだろう。宗教
のほんとうの義務は人間のつくった制度とはかかわり
がないこと，正しい人の心こそほんとうの神殿である
こと，どこの国，どんな宗派においても，なにものよ
りも神を愛し，自分の隣人を自分と同じように愛する
ことが律法の要約であること，道徳的な義務をまぬが
れさせるような宗教は存在しないこと，そういう義務
のほかにほんとうにたいせつなことはないこと，内面
的な信仰はそういう義務の最初にくること，信仰なし
にはほんとうの徳は存在しないこと，こういうことを
念頭におくがいい」（（中）２１８頁）と述べ，信仰で最も
大切なことは，ただ神の存在を「信ずる」こと，そし
て，神を愛することのみであると述べている。また，
この信仰こそが人間を徳に導くと説いている。
１１．青年期の恋の効用
　エミールは，既にいろいろなことを学んだ。彼に残
された課題は，「エミールはいつまでも一人でいるよ
うにつくられていない。かれは社会の一員としてその
義務を果たさなければならない」（中）２４８頁）として，
その義務を果たすために必要なことを学ぶことであ
る。
　その一つが，「人々とともに生きるようにうまれつ
いているかれは，人々をしらなければならない。かれ
は人間一般を知っている。個々の人間を知ることがか
れには残されている」（（中）２４８-２４９頁）と述べている。
ここで述べられている「個々の人間」とは，青年がこ
の時期に心に抱いていることは，「きみの心は伴侶を
もとめている」（（中）２６１頁）と言っているように，理
想的なの結婚相手についてである。
　ルソーは，『エミール』の最終の第五篇の冒頭で，「わ
たしたちは青年期の最後の場面にたどりついた。
………大人が独身でいるのはよくない。エミールはも
う大人だ。………
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　かれに妻をあたえなければならない」（（下）５頁）と
して，その第五編は，妻となるべき「ソフィー」とい
う名前に合うような賢い女性を「発見」させること，
つまり，その女性と恋愛することが主要なテーマと描
かれている。そのソフィーは，親が決めた男と安易に
結婚するような女性ではない。彼女も，エミール同様
に自立した人間として描かれていた。
　ルソーは，青年期の恋愛が情念をコントロールする
上で高い効用があることを認めている。ルソーは，エ
ミールに世界の政治のあり様を学ばせるために外国旅
行することを課しているが，彼は，「青年は，恋をして
いなければ，どうしても放蕩をすることになる」（（下）
２５０頁）として，旅行の前に恋をすることを推奨し，ま
た，『エミール』もそのような順序で構成されている。
１２．世界を知るための旅
　ルソーは，「書物の悪用は学問を殺す」，「たくさんの
書物はわたしたちに世界という書物を忘れさせる」
（（下）２１２頁），と述べ，「観察すべきこと事実はどんな
種類のことでも，読んではならない，見なければなら
い」（（下）２１３頁），また，「一国民しか見ていない者は，
人間というものを知ることにはならない」（（下）２１３頁）
として，外国を知るための旅行を推奨した。
　特に，外国旅行で見るべきものは，「まず統治体［政
府］一般の本質，さまざまの統治形態」で，それは，
生まれた国の統治体を研究して，この統治体のもとに
生活することが自分にとって適当かどうかを知らなけ
ればならない」（（下）２２２頁）からであり，それを知る
ことによって，「なにものによっても廃棄されえない
一つの権利によって，その共同体が成立している国を
去ることもまた，自由にできることになるから」（（下）
２２２頁），と述べている。
　結局，エミールとソフィーが選んだ住み家と生き方
は，彼らは，「親切で正しい人間であることのほかには
光栄を知らない。愛する者と一緒に独立して生き，労
働によって毎日あらたな食欲と健康を獲得することの
ほかには名誉を知らない」（（下）２２４頁）ように育てら
れたので，「どこか世界の片隅」で，「少しばかりの畑
で，それらを有利に使うことにわたしの欲のすべてを
むけて，落ち行いて暮らすこと」（（下）２２４頁）ができ
ればよいと考えていた。　
１３．理想国家像（社会契約がなされた国家）
　先述のように，エミールは世界の片隅で，少しばか
り畑があるところで住むことを決して厭うことはない
としながらも，ルソーが当初目的としたのは，「自由に
幸福に生きる」ということであったので，「どこへ行け
ば独立して自由に生きられるか」（（下）２２５頁）という
課題には答えていない。
　そこで，ルソーは，この課題に言及する。彼は，「国
制法［国家基本法］学はこれから生まれなければなら
ないのだが，それはけっして生まれることはあるまい
とも考えられる。この部門において現代のすべての学
者の先生であるグロチィウスは子どもにすぎない」
（（下）２２７頁）として，当時の学者による国家論だけで
なく，将来も難しいと述べる。その難しさは，「社会契
約」というを前提としなければ，つまり，仮定を前提
としなければ「自由に生きられる」国家は生まれない
と思っていたからであろう。それでも，ルソーは，「社
会契約」を前提とした国家制度の構想を提示した。『エ
ミール』と同時に公刊した著書，『社会契約論』がそれ
である。彼は，そのエッセンスを『エミール』にも著
わした。
　「王を選ぶまえに人民はすでに人民なのだが，社会
契約のほかになにが人民を人民にしたのか。だから，
社会契約はあらゆる市民社会の基礎になっているの
だ。そこでこの契約の本質のうちにこそ，それがつく
りだす社会の本質を探究しなければならない」（（下）
２３２頁）として，社会契約の内容を，「わたしたちはみ
んな共同に，自分の財産，人格，生命，そして自分の
いっさいを，一般意志の最高指揮にゆだねる，そして，
みんな一緒に，全体の分割できない一部としての各自
をうけとる」（（下）２３２頁）というものと説明している。
つまり，「社会契約は特別な性質の契約で，………人民
は自分自身とだけ契約しているから，つまり主権者と
しての人民全体が臣民としての個人と契約しているの
だ」（下），と解説している。その結果，「個人は主権者
にだけ従属したのだし，主権は一般意志にほかならな
いのだから，各人は主権者に服従しながら，自分自身
に服従しているにすぎないこと，人は社会的によって
自然状態にあるときよりもいっそう自由になることが
わかってくる」（（下）２３４頁）とまで述べ，「社会契約」が
成立したならば，人々が求める個人の自由も得られる
と説いている。もちろん，この「社会契約」の構想は，
ルソー自身も成立困難であると考えていた。
　
１４．社会の一員としての義務（有徳な人の生き方）
　ルソーは，社会の一員としての義務を果たすべきと
先に述べ，「社会契約」が成立しているのであれば，「祖
国」としての「市民」にはそれなりの「義務」もある
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として，市民の「義務」を論じている。しかし，彼は
既にそれらのことばは近代語から抹殺すべきとも述べ
ているので，今さら「市民」としての義務を論ずるこ
とには気が引けると考えていた。
　しかし，社会の一員としての義務として，「祖国をも
たない者にも，とにかく，国はある」として，しかも，
「人間にとってなによりも大切なもの，その行動の道
徳性と美徳に対する愛を，かれはその国からうけてい
る」（（下）２５８頁），として，それに報いることが有徳な
人の生き方であると説いた。そして，エミールには，
「きみはきみのあらゆる義務を果たせるようなところ
にいる必要があるし，その義務の一つは，きみの生ま
れた土地に対する愛着なのだ。きみが子どものとき，
同郷の人々はきみを保護してくれた。大人になった
ら，きみはその人たちを愛さなければならない。きみ
はその人たちのあいだで暮らさなければならない。」
（（下）２５８頁）と，故郷の農村で生きることを勧めた。
１５．結　び
　ルソーにとって，幸福とは「自由」であること，そ
の自由とは自分の意志・欲求が充足されることであっ
た。そのような自由を得るための最も大切なことは，
自己に対する愛が利己主義的なもの，つまり，利己愛
に変質しないように情念を指導することであった。
　その最初の方策は，社会の悪影響を遮断することで
あった。次は，他者に関心をもつ思春期に人間の弱さ
を自覚・認識させることによって，人類への愛を抱か
せることであった。それが，彼の積極的な道徳教育の
第一歩で，次に善悪の価値判断をする能力を習得させ
るために，理性を生得的な良心と結びつけて教育する
ことが推奨された。しかし，その際でも，良心こそが
最も重要であると説いている。当時，道徳教育は宗教
教育で行われていたが，ルソーは，宗教教育で最も大
切なことは，ただ神の存在を信じること，神を愛する
ことであると説いた。
　以上は，個人の内面を強く意識した観点からの「自
由」であるが，成長すると人間は社会的存在であるこ
とを免れないので，青年期以降は社会生活の点から自
由で幸福になるための方法について描いかれていた。
まず，幸福な恋愛とその後の幸福に結婚生活を送れる
ような女性像について述べているが，そこでは結婚相
手を自分で決めるような自立した女性を理想像として
描き，恋愛については対等な関係でなされるべきと述
べられていた。つまり，恋愛においても，意志の自由
が重視されていた。
　国家と個人の関係については，「社会契約」が成立す
れば，つまり，「一般意志」に従うことを契約すれば，
個人は結局のところ個人と契約したことと同じことに
なるので，その結果，社会状態にあっても自然状態よ
り一層自由になると説かれていた。
　しかし，現実にはそれは非常に難しいことなので，
結局は，ルソーは，道徳性と美徳に対する愛を故国に
よってはぐくまれてきたことや子どもの時に同郷の
人々から保護されていたことを思い出し，それに報い
るのが人間としての義務であると説き，故郷で生きる
ことを勧めた。
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